
上ノ国町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

生活交通確保維持改善計画の目標

１

事業実施の目的・必要性 地域公共交通の現況

計画で設定した事業実施の定量的な目標を記載する

※車両減価償却費等国庫補助等を受けている協議会につ
いては、車両取得に係る定量的な目標も併せて記載する

上ノ国町は、人口約４．１千人の第一次産業を基幹産業
とする過疎地域である。

路線バス（小砂子線）はＪＲ江差線線区廃線に伴い運行
された地域間幹線バス（江差木古内線）と一部運行区間が
重複することなどから廃止されたが、商業施設及び教育施
設は中心市街地に集中し、病院は隣町への通院等が余儀な
くされていることから、未成年者及び高齢者等を中心に通
院、買い物、通学など生活のために生活路線バスは必要不
可欠なものであり、また本町と松前町の間で公共交通機関
の空白地帯があり支障を来たしていることなどの解消も求
められていた。

本事業により、新たな路線バス（小砂子線）を松前町か
ら江差町までの区間で運行し、また江差木古内線と接続す
ることにより、住民の生活交通手段を存続させていくこと
が今後も必要と考えている。

〇函館バス株式会社 （２路線）
・小砂子線（地域内フィーダー系統）
・江差木古内線（広域生活交通路線）
○スクールバス（３路線）

令和６年６月21日 令和６年度第１回協議会を開催
・役員の選出について
・令和５年度事業実績、決算及び監査報告について

令和７年１月17日 令和６年度第２回協議会を開催

※書面開催
・令和６年度上ノ国町地域内フィーダー系統確保維持事業の
評価について

○生活交通確保維持改善計画の目標
（１）平均乗車密度 １．１５人
（２）年間利用者数（人口千人当たり） １，９５０人

○小砂子線 運行日数：３６５日 運行回数１，６４０回
・江差ターミナル～小砂子～原口漁港前 ３回／日
・江差ターミナル～小砂子 １．５回／日

令和６年度事業概要



令和６年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

２

２）運行系統

【系統名・運行ルート図】

・フリー乗降制を全区間で実施した。
・全バス停留所を記載した時刻表を作成し、町内全戸へ配布した。 （令和６年４月）
・運転免許証を返還した高齢者及びその配偶者を対象に町内路線バスの定額券（１乗車あたり100円）を交付し、高齢者の交通事故防止と路線バ

ス利用者の増加を図った。
・ICカード乗車券を利用することによる定額運賃制度（特定区間１乗車あたり１００円）を継続し、 ICカードの普及による、路線バス利用者の利

便性の向上と増加を図った。
・下り最終便終点手前停留所で乗降客がいない場合、回送運行を行った。
・交通系ICカードと上ノ国町健康ポイント事業との連携による、ポイント付与事業を実施し、交通系ＩＣカードの普及と路線バス利用者の増加を

図った。



３

３）利用実績

４）収入実績
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６）目標・効果達成状況

４

７）事業の今後の改善点

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・年間利用者数の目標を達成することができなかったが、今
後も地域公共交通計画に基づき、利用促進策の取組を継
続することを期待する。
・持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率といった
事業効率の改善につながる目標を設定することもご検討い
ただきたい。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果

○事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された。
○利用者数などは目標に達しておらずバスの利用者は減っている
が、生活に密着した区間は確実に利用されている。

また、下り最終便空車時（終点手前停留所で乗降客がいない場
合）回送運行を引き続き行い、効率的な運行が図られたほか、フ
リー降車を継続して実施し、利用者の利便性向上が図られた 。
○免許返納高齢者の定額運賃制度・ICカード利用者の定額運賃制
度を実施したことにより利用者の利便性が向上した。

○町広報誌や町ホームページへ運行ダイヤを掲載するな
ど広報活動に力を入れ、新たな利用者の拡大を図る。

○現在実施している免許返納高齢者の定額運賃制度、IC
カード利者への定額運賃制度を広報誌などを通じて周知
し、路線バス利用者の更なる増加を図る。

○平均乗車密度が、目標の１．１５人に対して１．１６人であった。
（前年度０．６９人）
※算出根拠 運送収入 ÷（実車走行キロ数×平均賃率）

5,874,951円 ÷（119,250.6㎞×42.64円）

○目標の１，９５０人に対して1，６３７人であった。
（前年度 １，６５９人）

※算出根拠 年間利用者数 ÷ 住基人口 × 1,000人
6,874人 ÷ 4,198人 × 1,000人

○利用状況を分析すると、昨今の人口減少に伴って、全体的に利用者数は
やや減少している。平均乗車密度について大幅な上昇となっているが、こ
れは前年度に比べ、運送収入の算定項目に変更が生じ、運送収入が増加し
たことに伴うものであり、実態としては前年に比べ微減していると考えら
れる。これらのことから人口減少により相対的に利用者は減っているよう
にみえるが、実態を勘案すると前年度と同様に推移しており、生活交通路
線バスとして機能していると考えられる。


